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対象を分析・考察する際の有効な方法として比較
研究がある。その比較対象として外国を置くことの
一つの利点は，普段生活していると我々が当たり前
のこととして受け入れてしまいがちな自国の現状に
対して，不思議さや疑問を感じさせてくれるところ
にある。本書では，既存の先行研究のレビューを中
心に，教育，ジェンダー，家族，子育て，生涯教育，
高齢者福祉，障がい者，年金，難民というそれぞれ
のテーマ毎にスウェーデンの社会政策の変遷と現状
が紹介されている。このようにスウェーデンの社会
政策について多様なテーマを取り扱い，かつ，その
ほとんどを一人が執筆したものは，評者の知る限り
それほど多くない。スウェーデンの社会政策に関す
る情報を広く知ることができるという点で，貴重な
文献ではないだろうか。

本書のポイントは，多様な対象を取り上げると共
に各政策の変遷についても押さえているところにあ
ると思われる。著者も指摘するように，スウェーデ
ンは，普遍主義をベースにした「国民の家」という
発想の下，自国の福祉諸政策の形成に取り組んでき
た。その過程は，挑戦，失敗，改善の連続であった。
こうした一連の過程は，変遷の経緯を追うことでよ
り理解が深まると考えられる。スポット的に一時点
の情報を紹介するのではなく，経年的な変化を追お
うとしたことによって，国家そのものを実験台に乗
せ挑戦と改善を繰り返しながら社会政策を展開する
スウェーデンという国の存在を我々に教えてくれ
る。

さて，冒頭で外国との比較研究の利点について触

れたが，著者が感じたと思われる自国日本に対する
不思議さとは，企業レベルで実施される「挑戦と改
善」が国レベルにおいて実施されているとは言い難
い現状についてではないだろうか。本書全体を通じ
て共通する見方として，どちらかというと日本に対
して厳しい目が向けられている。非常に否定的な言
葉が並ぶ箇所もある。しかし，著者の思いは，トヨ
タに代表される企業社会そのものを否定するという
よりは，企業単位では「直面する問題を不断に分析
し認識・理解する姿勢」があり，「挑戦に素早く対
応できる能力」や「システムの弱点を克服する能力」
がある日本に対して，そうした力を企業を超えたレ
ベルでも発揮して欲しいと願っているところにある
と思われる。単に日本を批判し海外を礼賛するとい
うよりは，十分なポテンシャルを持つ日本社会に対
するエールを送っていると言えるのではないだろう
か。

そのような思いに支えられているためか，本書は，
スウェーデンにおける実効性のある社会政策の形成
と変革のメカニズムの解明というよりは，まず，社
会政策の内容を読者に知らせることを第一義として
いるように感じる。読者に対して，自国の現状につ
いて不思議さや怪しさを感じる目を持って欲しいと
いうのが著者の本書を執筆した主たる動機なのであ
ろう。

だとすると，次のステップとして，そうした社会
政策が展開できるメカニズムを評者を含めた多数の
研究者で明らかにしていく必要がある。評者が強調
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したいのは企業研究の蓄積の必要性である。社会政
策や労使関係などの外的制約がある中で，企業はい
かなる方法で事業を運営しているのであろうか。例
えば子育てや休暇などに関わる社会政策の諸施策が
実効性を持ちながら展開されるためには，抜けた従
業員の代替が円滑に実施される必要がある。しかし
ながら，そうした代替が容易なスキルを保有する従
業員を活用しつつ，なぜ，企業体として存続し続け
るだけの収益をあげるような事業運営が可能なの
か。福祉政策の内容という極めてマクロな話やス
ウェーデン人の気質といった極めてミクロな話は良
く目にするが，そうした政策と個人に挟まれながら
事業を継続的に実施している企業の内実については
まだまだ解明されていない点が多い。代替困難なス

キルではなく，代替可能なスキルの活用を前提とし
た企業におけるインセンティヴとコントロールの仕
組みはどのようなものなのか。様々な制約を前提と
した人事管理の実態を明らかにすることは，実効性
のある社会政策を考える上で見逃してはならない点
ではないだろうか。

未だ不明瞭な部分が多い企業の内実を起点にス
ウェーデン流の社会政策を見たとき，福祉国家ス
ウェーデンはいかなる姿を現すのか。「トヨタ研究

（つまり，企業研究）からみえてくるスウェーデン
の社会政策」という本書のタイトルに素直に従っ
た方法的態度の徹底は，より深く味わいのあるス
ウェーデン研究の蓄積に繫がっていくように思われ
る。


